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研究成果の概要（和文）：京劇の身体表現における化粧、及び基本技法の表現原理を焦点に検証を行い、細部の
表現まで伝統の身体観、思想が深く組み込まれていることを明確にした。
化粧の２大形式は、中国的な倫理・道徳の基準によって人物を尋常と非尋常とに分け、中庸と非中庸に符合する
構造を持つ。色は人間の生理と精神的変化の顕れを表現している。
動作表現においては、動・静という異質な表現が基本要素として共存し、一つの身体に重層・互換する特徴は陰
陽の宇宙観を表し、流動の動きと漲る静態の造形は中医学における臓腑経絡に流れる気の様態及び流れるリズム
を表し、静態表現を行う役者の凝集―充満―拡散という身体感覚は気の体内での増生状態を表している。

研究成果の概要（英文）：By focusing on the principles of makeup and basic techniques in physical 
expression in Beijing Opera, it became clear that traditional views of body and ideas are deeply 
incorporated into even the smallest expressions.
There are two major forms of makeup, which divide characters into ordinary and extraordinary ones. 
This corresponds to zhongyong structure, which is the standard of Chinese ethics and morality. 
Colors show human physiology and mental changes on the surface of the body.
The basic elements of movement expression are movement and stillness, which can be said the 
coexistence of exclusive expressions, and their layering and interchangeability in one body 
represent the yin-yang view of the universe. Flowing movements and overflowing static shapes 
represent the state of Qi flowing through the organs and meridians and its rhythm in traditional 
Chinese medicine. Physical sensations of the actor performing static expressions represent the state
 of Qi increasing within the body.

研究分野： 舞踊学　中国舞踊　中国身体観

キーワード： 中国舞踊　京劇　身体表現　中国伝統身体観　中医学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
伝統中国身体観や中医学の視点を中国舞踊の研究に取り入れたのは本研究が初であり、中国舞踊の研究に新たな
道を開拓した。伝統思想を背景にもつ中国の身体観を用いれば、表現の深部まで解釈・理解可能となり、中国に
は西洋の身体とは異なる独自の身体表現があることを明確にした。これにより、西洋の舞踊理論や美学の視点を
中核に置いて中国舞踊を改造や発展させてゆく方法は、中国独自の身体表現を失わせ、伝承を妨げることを示唆
した。これが本研究の最大の成果であると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１. 研究開始当初の背景 
近現代以来の中国では、社会制度の変遷に伴って教育、思想、生活様式が西洋化してきている。
中国舞踊は、封建制度の崩壊によって伝承が一度途絶えた後、再創造が始まったが、西洋思潮の
影響下で現代化・国際化に向かい、身体表現も西洋の観点を主軸としてきた。中国を代表する伝
統的な舞踊や身体技法も、悠久の歴史の中で形作られてきた伝承を失い、殊に表現する身体の使
い方は大きく変貌してきている。以上の諸現象は、関連する中国舞踊の研究、新作、近現代中国
舞踊発展史の記録から容易に推察される。一方、古代中国の身体観に関する研究は 20 世紀後半
から盛んになり、種々の分野において成果が上がっており、西洋思潮の導入前から古代中国独自
の身体観が存在することがわかっている。しかし、中国舞踊の領域ではまだ研究がなされておら
ず、中国における伝統的かつ独自の身体表現は明らかにされていない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、中国独自の身体表現を探究し、解明することである。殊に西洋思潮が導入され
る前の、中国古代文化の中の身体観の見方に基づき、文化思想の深層に存在する独自の身体表現
を明確にする。 
 
３．研究の方法 
中国舞踊再創造の基礎となった伝統の戯曲を研究対象とする。その身体表現の化粧及び基本技
法を焦点とし、伝統の身体観の見方を基礎に、中医師（陳峙嘉）、京劇役者（張春祥、張桂琴、
程孫耘）、中国舞踊（曾照薰、蔡美鈴、王瑜嘉）という多分野の専門家と共に、実演や映像によ
る共同検証を行い、議論した。さらに文献考察で伝統技法の表現における文化の裏付けを重ねて
確認し、中国独自の身体表現を探り出した。 
 
４．研究成果 
京劇化粧の表現にみる中国伝統の身体観 
京劇の化粧には俊扮と臉譜という２大形式がある。俊扮は美しい人間の顔を表現し、男女、年齢、
主役か脇役かに関わらず、画一の形式に拘った化
粧を施す。これに対し、臉譜は強い記号性を持ち、
派手な色彩、線、図案を描いて人間離れした顔へ
と変形させる化粧で、役柄によって異なる。この
テーマでは、以下のことを明らかにした。 
 
⑴俊扮の画一な化粧は、中医学のほか古代人相学
とも照らし合わせると、聡明で社会的に適切な判
断ができ、信頼できるという、心身ともに「バラ
ンスの取れた」健康な理想の人相に符合すること
がわかった。 
 
⑵臉譜の多色使い、主要色が人物の性格を表すこ
と、五行に対応する緑（青緑）、赤、黄、白、黒と
いう五色のイメージは、中医学の望診の臨床観察
における顔色の変化、及び色と性格の傾向との対
応と共通している。 
 

⑶化粧形式による人物の区分は、劇作家が作
品中の人物に与えた社会的倫理・道徳の役割
によって行われる。社会への同調性が高くバ
ランスの取れた「尋常」な人物を表現する俊
扮と、思考も行動も思うままで率直な性格を
持ち、良くも悪くも社会から浮いて偏ってい

る「非尋常」な人物を表現する臉譜という、中国独自の倫理・道徳観に合った判断がなされてい
ることが明確になった。 
 
⑷尋常と非尋常の境界線は、善悪といった対極にある二項によるものではない。古代中国の社会
通念の視点から、尋常を中心に据え、良くも悪くも偏りがあれば非尋常として中心から外れた位
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中医学の身体観と京劇の化粧との対照表　　        作成／富燦霞
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京劇基本技法の表現原理にみる中国伝統の身体観 
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２大化妝形式における表現の異同點 
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置に置かれると解釈することがで
きる。 

 
⑸２大化粧形式に見える人物の全体の構造は、金
谷治が言う「中庸の構造」の考えと一致した。中国
の社会像を、２大化粧形式によって、戯曲の舞台
で顕現していると言うことができる。 

 
「戯曲の基本技法における動きの表現原理」（以
下、「動きの表現原理」）にみる伝統の身体観 
⑹先行研究「動きの表現原理」で探り出した３つ
の特徴は全て、伝統思想及び中医学の身体観にお
ける陰陽の概念から解釈できる。①「静止の造形

と流れる動きの基本構成要素」は陰陽の対立・共
存、②「静―動（複数の動静共存と互換）―静の全身の動きのパ
ターン」は陰陽の互換・循環、③「技法をエフォートの二元的区
分によって一つの技法で多様な人物を表現する」点は陰陽の相対
的分類による思考である。伝統の身体観は戯曲の身体技法に深く
組み込まれているということができる。これまで戯曲の動きは物
語や演技のための断片的な動きであり、純粋な舞踊表現ではない
という説は、これによって覆すことになる。 
 
⑺動・静表現の様態についての検証考察では、部位や全身共通に、静態表現は身体に気が漲るよ
うに行い、動態表現は流れるように円や弧線を描いて行っている。連続したフレーズの表現では、
静―動（静―動―静…）―静のパターンを繰り返して、流れるリズムを作り出している。中医学
においては、気血の臓腑経絡における流れは、経絡というルートの中で巡行するが滞りがあれば
身体が不調から病気になるので、順調に流れることが理想とされる。一方、経絡の流れの途中に
五臓を経由するが、五臓の中では気が漲ることが理想とされることが、中医学の経典である《黄
帝内経》にも言及されている。気血は、経絡ルートでは川の流れのような状態、五臓では空気が
風船を張らせるように充満した状態が理想とし、「流れ―漲る…」のパターンは気の流れるリズ
ムである。戯曲の身体技法に見られる「静―動（静―動―静…）―静」のパターンは、中医学身
体観のいう「気の流れるリズム」を身体表現の型として表したのである。 
 
⑻静態表現における身体感覚につい
て、京劇家系の三代目伝承者である張
春祥氏（研究協力者）の経験によると、
演者の意識により、身体表現が気の操
作に繋がる。「連続的であった動きを
瞬間的に停止させ、気を身体の奥や丹
田に凝集・圧縮した後、爆発するよう
に気を全身に膨らませて、更に身体の
外側へ拡散させる」という身体感覚で
静態表現を行なっている。古代の文人
が修身のために実践した「静坐」、中国学者の石田秀実氏が挙げた道教修行の「閉気」、中国思想
専門家及び太極拳の伝承者である蔡璧名氏が明らかにした『荘子』の「神凝」、これらの身体感
覚は、張氏が話した身体感覚と一致している。京劇の身体に見える大小様々な静止は、演技のた
めに舞踊動作を中断させるものではないことがわかった。動態表現の中に含まれる静止または
静態表現、その真の表現意義は、中国文化の精髄である「気」、殊に体内での「凝集―漲る―拡
散」その自我昇華し得る貴重な気の増生状態を見せており、戯曲の身体表現の一つの型として発
展してきたと言える。 

化すると考えられている。顔色が五色へ偏ることは体内の状態が体表に映る生理的変化の自然
表象であることを判明した。 
⑶化粧による人物の選別ラインについ
て、劇作家によって社会的倫理という視
点から人物を選別しており、社会同調性
の高くバランスが取れているのは「尋
常」な人物、思考も行動も思うままで率
直な性格を持ち、良くても悪くても社会
から浮いて偏っているのは「非尋常」な
人物と考えられていることが明確であ
り、人物選別尋常や非尋常という中国独
自の倫理道徳観によって判断されるこ
とがわかった。 
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という対照的な構造を持つことがわかった。 
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２大化妝形式における表現の異同點 

	 	 	←	←社会的性格｜反社会的性格	→	→	 	
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京劇化妝形式にみる中庸構造圖	

神·佛	←	忠貞烈士	←	 	→	陰險惡人	→	妖	怪	

	←	←	善｜惡	→	→	  
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この⾝体の考え⽅によって、技法で。 
異なる⾝体表現の外来舞踊の⽅法を取り⼊れて、清王朝崩壊後中国舞踊がこの
ような発展を遂げてきた。 
に影響されず、伝統的な中国舞踊を存続するには、中国の⾝体表現、伝統的な⾝
体観を明らかにする必要があると考え、中国における独⾃の⾝体表現を追求す
る研究の道を絞った。 
 その⼊り⼝として、清王朝崩壊後の中国舞踊発展の再出発としては、中国⼤陸
でも台湾でも、伝統戯曲の⾝体技法を基礎としていたことから、⾝体訓練の基本
中の基本としての部位技法を焦点に、その動きの特徴、表現の役割、 
 
 
 
 
 
 
 
 
＊伝統戯曲の基本技法に⾒えた⾝体〜分節した不思議な⾝体表現 
＊中医学の⾝体、中国古代知識⼈の⾝体 
＊に反映された伝統思惟 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

陽 運動 無形 放散 温熱 気 機能 促進 

陰 静⽌ 有形 凝聚 寒冷 ⾎ 物質 抑制 

陽 運動 外向 上昇 温熱 気 無形 機能 促進 放散 燥熱 

陰 静⽌ 内守 下降 寒冷 ⾎ 有形 物質 抑制 凝聚 滋潤 

陰と陽の特性 
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